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義務教育学校「新庄市立萩野学園」がスタートしました！ 
 

 平成２７年４月１日に

開校した、施設一体型小中

一貫教育校の新庄市立萩

野小学校と新庄市立萩野

中学校、総称「萩野学園」

が、平成２８年４月１日よ

り、義務教育学校「新庄市

立萩野学園」として新たに

スタートしました。 

「義務教育学校」とは、

学校教育法の一部改正に

より、今までの小学校と中

学校とは別に、小学校段階

から中学校段階までの教

育を一貫して行うことが

できる学校として制定さ

れたものです。今年度、全国に先駆けて２２の義務教育学校が開校いたしましたが、「新庄

市立萩野学園」もその 1 つです。義務教育学校として初の新入生を迎えた入学式では、９

年生に手を引かれたかわいらしい３０名の１年生が入場する微笑ましい光景が見られまし

た。今後とも、他の中学校区と同様に地域の特色を活かすとともに、施設一体型の義務教

育学校という大きな利点を活かした教育活動を展開してまいります。 

 

 

＜全国の義務教育学校＞ 

斜里町立知床ウトロ学校（北海道）    中標津町立計根別学園（北海道） 

大槌町立大槌学園（岩手県）       新庄市立萩野学園（山形県） 

水戸市立国田義務教育学校（茨城県）   つくば市立春日学園（茨城県） 

市川市立塩浜学園（千葉県）       品川区立品川学園（東京都） 

品川区立日野学園（東京都）       品川区立伊藤学園（東京都） 

品川区立荏原平塚学園（東京都）     品川区立八潮学園（東京都） 

品川区立豊葉の杜学園（東京都）     横浜市立霧が丘義務教育学校（神奈川県） 

珠洲市立宝立小中学校（石川県）     珠洲市立大谷小中学校（石川県） 

信濃町立信濃小中学校（長野県）     守口市立さつき学園（大阪府） 

神戸市立義務教育学校港島学園（兵庫県） 高知市立立義務教育学校行川学園（高知県） 

高知市立義務教育学校土佐山学舎     大町町立小中一貫校大町ひじり学園 

（高知県）                （佐賀県） 
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平成２８年度の小中一貫教育の取り組みについて 
 

新庄市では、平成１７年３月に策定した「いのち輝く新庄もみの木プラン２１」に基づ

き、各中学校区で小中一貫教育を進めております。 

昨年度は、明倫中学校区の明倫中学校・沼田小学校・北辰小学校の３校に実践研究発表

をしていただきましたが、年度末に平成２７年度の新庄市の小中一貫教育の成果と課題を

確認し、今年度の取り組みの方向性を話し合う「新庄市小中一貫教育推進協議会」が、各

中学校区の推進協議会長、各校ＰＴＡ会長及び校長の皆様のご出席のもと開催されました。

各中学校区からは、「小中同一の視点で授業づくりを行うことにより、９年間の見通しをも

った指導につながっている。」「児童生徒の交流を通して、小中の子どもたちそれぞれの立

場で意識や態度、意欲の高まりが見られる。」等の成果が出されました。また、教育委員会

が行った市内教職員の意識調査では、８４．８％の教職員が「小小交流や小中交流が子ど

もたちの良好な人間関係づくりに効果がある」と答えております。昨年度の全国学力･学習

状況調査でも、新庄市の子どもたちが、「自分にはよいところがある」「将来の夢や目標を

もっている」という割合が、全国や県よりも高くなっております。小中一貫教育を通した

異学年や異年齢との交流により、

子どもたちの自尊感情や自己有

用感が高まってきているものと

考えております。 

今後も、新庄市の小中一貫教育

を、地域に根ざし、９年間で子ど

もを育てるという視点に立って

推進してまいります。特に、新庄

市が小中一貫教育を進めて１１

年目となる今年度は、以下の３つ

の取り組みに重点を置いて推進

してまいります。皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取り組み１＞ 

  確かな学力の育成に向け、９年間を見通した学年相互間の関連や発展性を重視した

授業づくりを進めていく。 

＜取り組み２＞ 

  生活リズムの確立や家庭学習のあり方について、９年間を見通した系統的、継続的

な取り組みを具体的に進めていく。 

＜取り組み３＞ 

  地域の人や自然や文化に学ぶ「ふるさと学習」を通して、地域の一員としての自覚

を育んでいく。 


